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ケイ素化学協会の発展と活力ある若い 

研究者の育成 
 

筑波大学・数理物質系・化学域  関口 章 

 

会長に就任するにあたり，ケイ素化学

協会の進むべき方向として３つの柱を掲

げさせていただきたいと存じます。３つ

とは，１）若手研究者の育成，２）国際

化，特にアジア諸国との連携強化，３）

会員の増強と交流の輪の拡張であります．

これらを達成することによって，皆様に

とってケイ素化学協会会員であることが

真に有意義なものになると確信していま

す．1)に関しては，各表彰および会員支

援・研究助成によって行ってまいります．

特に 2)と関連した事業として，本年 10

月に第 4 回アジアケイ素シンポジウム

（ASiS-4）を計画しています．是非ご参

加していただきたいと存じます．また，

2011 年には韓国において「 Korean 

Silicon Society」が発足しました．韓国

でケイ素化学会が発足したことは大変に

嬉しいニュースです．初代会長は,延世大

学の Myong Euy Lee 教授です．韓国のケ

イ素化学の発展は目覚ましく,ケイ素化

学協会と協力してアジアのケイ素化学の

発展に貢献したいと考えています． 

 本年度のケイ素化学協会の一番大きな

事業は第４回アジアケイ素シンポジウム

の開催です．アジア地区のケイ素化学分

野の連携を深めるとともにアジアで開催

されるシンポジウムが国際的に認められ 

 

るようにと願っています．アジアケイ素

シンポジウムが北米のケイ素シンポジウ

ムやヨーロッパの European Silicon 

Days とともに世界の第三極として認知

されることが,アジア地域の発展に必要

であろうと考えています．第４回アジア

ケイ素シンポジウムの議長として約２年

の準備を行って来ました．本シンポジウ

ムへの参加登録者数は,８月中旬で, 16

か国, 260 名を越え,この内約 90 名が外

国からの参加者です． 

さて，21 世紀の世界に目を向けてみま

すと，経済は混迷し, 日本の産業界にお

いても大きなパラダイムシフトが現在進

行形で起こりつつあります．また 2011

年には東日本大震災という未曾有の大災

害も経験しました．そのような状況を乗

り越えるべく，ケイ素化学協会は, 時代

の要請に適合した価値ある学術団体とし

て, 個人会員および賛助会員の活動に資

する共通プラットフォームを設定し, 人

的ネットワークの維持・拡大に努め，情

報交換や産官学の連携を推進する支援を

行っていきたいと考えています．微力な

がら本会発展のため鋭意努力してまいる

所存ですので，会員の皆様には是非とも

ケイ素化学協会を盛り上げていただき，

ご支援とご協力をお願いする次第です． 

 

写真 

    


